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形
の
恒
常
現
象
に
関
す
る
研
究

形
の
恒
常
現
象
に
関
す
る
研
究

他
の
恒
常
現
象
の
場
合
と
同
様
に
形
の
恒
常
現
象
に
於
て
も
多

く
の
因
子
が
そ
と
に
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
れ
ら
の

因
子
に
就
て
は
、
ザ
ウ
レ
ス
（
河
・
国
－

J
F
o
g
－g由）、
ア
イ
ス
ラ

I

（
肉
・
毘
ω
回
目
。
ご
以
来
、
幾
多
の
研
究
が
た
さ
れ
て
来
た
。
ア

ィ
ス
一
ア
ー
は
雨
眼
説
差
（

C
S
E
Z
3
5
2
8）
を
一
弐
的
因
子

と
し
、

乙
れ
が
作
用
し
た
い
時
に
の
み
匂

2
8
0｝
見
守
、
陰
影
友
ど

の
二
式
的
因
子
が
そ
の
機
能
を
果
す
も
の
と
し
て
生
理
的
機
能
の

重
要
性
を
設
さ
、
更
に
固
形
性
及
び
周
園
の
分
節
性
の
重
τ

要
性
を

強
調
し
て
い
る
。

一
方
コ
フ
カ
（
同
・
問
。
B
S）
は
園
形
の
定
位

。
力
向
学
か
ら
瞳
制
論
的
友
設
明
を
興
え
、
更
に
ム

l
ア
（
司
・
同
・

冨
。
O
H
O
）
は
コ
ブ
カ
の
詮
明
に
反
駁
を
試
み
て
い
る
。
併
し
な
が

一一四
O

武

藤

雪

下

て
い
な
い
。
本
論
に
沿
い
て
は
、
外
界
保
件
と
桐
種
保
件
の
二
つ

の
観
酷
か
ら
従
来
の
研
究
の
跡
を
恒
常
度
と
の
関
係
に
た
い
て
取

扱
い
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
つ

L
今
後
進
む
べ
き
方
向
に

就
て
論
考
を
進
め
た
い
。

環
境
的
健
件
の
饗
化
E
恒
常
度

物
の
形
昧
並
び
に
質
D
賢
化
と
恒
常
度

形
の
恒
常
現
象
の
賓
験
に
た
い
て
は
、
通
例
短
形
若
く
は
固
形

の
針
象
が
刺
戟
封
象
と
し
て
使
用
さ
れ
る
が
、
封
象
の
形
欣
の
費

化
に
依
て
そ
の
恒
常
度
は
如
何
様
に
一
理
佑
す
る
か
に
就
て
、

ア
イ

ら
、
未
だ
に
こ
む
問
題
に
就
て
の
統
一
的
友
詮
明
原
現
は
得
ら
れ
形
と
の
建
具
に
よ
る
見
え
む
形
の
費
佑
に
就
て
研
究
を
行
つ
売
。

ス
ラ
l
、
ザ
ウ
レ
ス
の
研
究
が
あ
り
、
ま
た
ム
l
ア
は
直
線
と
国



第
一
表
に
見
ら
れ
る
如
く
、
園
形
封
象
に
比
し
矩
形
封
象
は
恒
常
形
の
鐙
佑
に
就
て
は
ム
！
ア
及
び
久
保
氏
の
研
究
が
あ
げ
ら
れ

第一表

同

ト：
度
が
大
で
あ
る
。
ア
イ
ス

ラ
ー
は
と
れ
に
就
て
、
短

形
叫
到
象
の
場
合
に
は
固
形

針
象
の
場
合
に
作
用
し
な

い
と
こ
ろ
り
℃
O
門田
Hvmw－

巴
d

刊
の
効
果
が
奥
行
闘
の

手
掛
り
に
な
る
か
ら
で
あ

る
と
説
明
し
、
隻
眼
者
の

観
察
結
果
か
ら
、
開
眼
硯

差
、
雨
眼
轄
鞍
の
雨
因
子
主
蹴
除
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
間
）
⑦
円
1

回目
u
m
w
W仲
間

4

の
効
果
の
重
要
性
の
一
増
大
す
る
こ
と
が
分
る
と
し
て
い

い
が
、

る
。
ム
1
ア
の
L

質
験
で
は
宮
町
田
句
。
富
山
4

の
効
果
は
考
え
ら
れ
た

そ
の
結
果
に
就
て
は
披
の
所
謂
主
観
的
比
較
方
法
（
田
口
す

す
め
片
言
。
目
立
E
R
H
O同

8
5
H昌
弘
窓
口
）
が
練
封
象
と
園
劃
象
と
に

劃
し
て
臭
っ
た
役
割
を
演
や
る
か
ら
で
あ
る
と
し
て
構
え
D
観
賠

落
。
恒
常
現
象
に
関
す
る
研
究

か
ら
こ
れ
を
説
明
し
て
い
る
。
掛
象
D
質
的
援
化
に
伴
ろ
見
え
む

る
。
ム

1
ア
は
商
固
形
た
る
画
板
と
、
輪
廓
の
み
か
ら
成
る
園
周

封
象
左
用
い
て
賓
験
を
行
っ
た
結
果
、
両
者
の
差
は
殆
ど
認
め
ら

れ
や
、
商
国
形
に
特
有
な
明
る
さ
の
相
田
宍
は
形
の
知
覚
に
影
響
を

久
保
氏
は
ボ
ー
ル
紙
製
の
闘

及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を
殻
見
し
た
。

板
、
厚
国
板
、
及
び
も
っ
と
具
瞳
性
を
帯
び
・
完
全
献
の
固
形
封
象

を
用
い
、
見
え
の
形
は
ボ
ー
ル
紙
園
板
、
厚
園
板
、
盆
航
針
象
と

具
瞳
性
が
増
ず
に
つ
れ
て
丸
く
怠
る
こ
と
を
見
出
し
て
い
る
o
具

懐
性
の
増
大
と
共
に
見
え
の
餌
き
が
良
好
に
な
り
そ
の
結
果
見
え

の
形
は
客
観
的
形
に
よ
り
近
く
怒
る
と
推
定
さ
れ
る
。

廻
轄
角
度
。
鑓
化
と
恒
常
度

前
額
千
行
商
か
ら
の
艶
象
の
姐
轄
角
度
の
費
化
に
よ
っ
て
見
え

の
形
は
如
何
様
に
質
化
ず
る
か
、
角
度
と
恒
常
度
と
の
聞
に
一
定

の
規
則
的
な
関
係
が
存
在
す
る
か
否
か
に
就
て
は
数
多
く
の
研
究

が
た
さ
れ
て
い
る
o

ザ
ウ
レ
ス
、

ア
イ
ス
ラ
1
、

シ
l
ハ
ン
（
冨
・

同
州
・

ωσ
⑦
⑦
H
M
m
ロ）、

及
び
リ
ヒ
テ
〈
司
・
国
－

F
目
。
伊
丹
立
に
依
れ
ば
、

前
額
千
行
面
か
ら
の
廻
轄
角
度
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
恒
常
度
は

四
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慈
の
恒
常
現
象
に
闘
す
る
研
究

低
下
す
る
。
コ
プ
カ
は
と
の
闘
係
を
弐
の
様
た
内
部
力
、
外
部
力

の
保
設
か
ら
設
明
せ
ん
と
す
る
。
間
非
正
常
定
位
の
艶
象
は
恒
常

性
を
生
ぜ
ん
と
す
る
傾
向
を
も
っ
力
を
惹
起
し
、
市
し
て
と
の
カ

は
封
象
の
廻
轄
角
度
と
比
例
的
に
は
増
大
し
た
い
。
間
歪
曲
さ
れ

た
網
膜
像
は
恒
常
性
に
拾
抗
す
る
力
を
惹
起
し
、
市
し
て
と
の
カ

は
艶
象
の
廻
轄
角
度
の
増
大
よ
り
も
っ
と
念
速
に
増
大
す
る
。
乙

の
仮
設
か
ら
、
恒
常
性
に
拾
抗
す
る
カ
は
恒
常
性
を
生
ぜ
ん
と
す

る
力
よ
り
も
っ
と
念
速
に
殻
濯
す
る
の
で
、
恒
常
度
は
廻
轄
角
度

の
増
大
に
つ
れ
て
低
下
す
る
の
で
あ
る
と
。
ア
イ
ス
ラ
ー
は
恒
常

度
は
廻
轄
角
度
の
増
大
と
共
に
低
下
す
る
が
、
移
調
作
用
は
増
大

す
る
と
司
と
を
強
調
し
て
い
る

o
p
ヒ
テ
は
角
度
の
増
大
に
仲
ろ
恒

常
度
の
低
下
は
、

mw艶
象
の
刺
戟
的
性
質
と
虞
の
性
質
と
の
聞
の

喰
蓮
い
に
伴
っ
て
強
大
に
な
る
所
む
手
掛
り
、
側
有
機
種
の
性
質

か
ら
所
輿
む
保
件
下
に
沿
い
て
は
民
の
劃
象
へ
の
復
腸
量
に
限
界

む
あ
る
乙
と
、
間
市
し
て
と
の
限
界
に
帯
近
的
に
近
づ
〈
と
と
等

の
結
果
で
あ
る
と
解
轄
し
て
い
る
。
併
し
乍
ら
吹
D
様
た
保
件
下

に
沿
い
て
著
者
の
試
み
た
賞
験
結
果
は
前
回
者
の
賞
験
結
果
と
誼

一一一四日一

表

~－角＼度＼ 7 IO 15 20 25 30 35 38 40 45 52 55 60 65 66 75 

Thouless Thouless .28 .41 .33 .32 ,16 .10 

Eissler Brunswik .93 .77 .69 .54 

Moore ゲ .58 .51 .48 .47 .47 

!Sheehan Thouless l.3 .83 .11 

Stavriano Brunswik、 .83 .88 1.02 I.01 

Makino Brunswik 100 

間隔※
×100 

100cm 26.5 25.4 16.7 19.0 

70 11.8 16.0 11.6 I6.2 

50 。 6.0 9.0 12,0 

30 -42.6 -7.I 1.4 3.5 

Lichte Brunswik .77 .61 .50 .42 

第

※標準，比較爾劃象問の間隔
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に
、
廻
轄
角
度
の
崎
大
に
つ
れ
て
恒
常
度
は
高
く
た
る
慣
向
の
あ

る
こ
と
を
見
出
し
た
。
邸
ち
標
準
刺
戟
は
一
謹
二

O
糎
の
白
ボ
i

異
つ
究
結
呆
を
示
し
て
い
る
の
は
ム

I
ア
と
牧
野
氏
で
あ
る
q

品、

ー
ア
の
質
験
に
沿
い
て
は
担
轄
角
度
の
費
化
に
仲
う
恒
常
度
の
琵

こ
の
粧
で
延
長
短
縮
の
自
由
な
る
白
ボ
ー
ル
紙
製
鑑
形
で
標
準
刺

ル
紙
製
正
方
形
板
で
前
額
千
行
商
に
呈
示
し
、
比
較
刺
戟
は
一
謹
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。
牧
野
氏
D
研
究
は
最
も
特
徴
的
で
、
税
準

比
較
開
封
象
聞
の
間
隔
が
比
較
的
大
た
る
時
（
一

C
C相
）
は
ア

戟
の
左
方
一
一
ニ
（
〕
粧
の
所
に
垂
直
軸
左
中
心
と
し
て
前
額
千
行
田

イ
ス
ラ

i
等
の
結
呆
と
等
し
〈
廻
特
角
度
の
増
大
と
共
に
恒
常
度

一
示
す
る
。
開
封
象
ま
で
の
観
察
距
離
は
四

O
O粧
で
被
験
者
は
椅

よ
り
零
度
、
一
五
皮
、
三

O
度
、
四
五
度
、
六

O
度
の
各
位
置
に
呈
は
明
ら
か
に
低
下
す
る
が
、
中
位
の
間
隔
（
七

O
糎
）
に
沿
い
て

は
規
則
的
な
鑓
化
は
認
め
ら
れ
守
、
更
に
間
隔
が
比
較
的
小
た
る

子
に
座
し
雨
眼
に
て
観
察
を
行
い
、

比
較
刺
戟
の
各
位
置
に
ち
が
い

て
饗
化
刺
戟
法
に
よ
り
標
準
刺
戟
と
等
し
い
正
方
形
を
求
め
一
さ
せ

る
。
照
明
は
天
井
の
一

C
C
W
電
球
二
仰
で
被
験
者
は
心
盟
問
学
専

攻
の
皐
生
五
名
。
か
、
、
ふ
る
保
件
下
に
ゐ
け
る
貨
験
結
某
は
、
統
計

的
に
有
意
で
あ
る
と
は
言
え
た
い
け
れ
苫
も
、
第
三
表
に
一
不
す
如

第三表

く
針
象
の
担
轄
角
度
の
増
大
に

つ
れ
て
恒
常
度
は
高
く
な
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
。
市
も
担
轄
角

度
一
五
度
の
場
合
に
沿
い
て
は

負
の
一
恒
常
性
と
い
う
奇
異
な
現
象
が
見
ら
れ
た
。
此
佐
一
寸
の
結
果
と

形
む
恒
常
現
象
に
闘
す
る
研
究

時
（
五

O
粧
、
三

O
糎
）
は
逆
に
恒
常
度
は
姐
特
何
度
の
増
大
に

つ
れ
て
高
く
な
る
と
一
足
ろ
結
某
左
得
た
。
牧
野
氏
は
乙
の
結
某
を

コ
フ
カ
の
「
比
較
封
象
と
棋
準
封
象
が
嗣
野
D
中
で
あ
ま
り
近
接

し
℃
い
る
場
合
に
は
、
雨
封
象
の
相
互
影
響
の
た
め
に
生
り
ま
L

の
恒
常
が
乱
さ
れ
る
」
と
い
う
仮
設
か
ら
詮
明
し
て
い
る
o

邸
ち

一
般
に
形
の
恒
常
現
象
の
賞
駄
に
た
い
て
は
、
標
準
封
象
は
非
一
北

常
定
位
に
、

比
較
封
象
は
前
額
五
l

行
商
に
呈
示
さ
れ
る
。
経
て
槙

準
封
象
の
定
位
は
還
元
保
件
に
近
い
保
件
下
に
沿
い
て
は
非
常
に

比
較
的
輩
同
な
定
位
を
有
す
る
比
較
封
象
の
商

不
安
定
で
あ
り
、

に
碇
泊
ぜ
ん
と
す
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
而
し
て

四
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mm
の
恒
常
現
象
に
関
す
る
碗
究

比
較
封
象
の
面
部
標
準
封
象
に
働
き
か
け
る
力
は
雨
封
象
聞
の
間

隔
が
小
な
る
ほ
ど
強
い
と
考
え
ら
れ
る
o

更
に
廻
轄
角
度
が
大
な

で
あ
ら
う
か
。

こ
の
黙
に
就
て
著
者
は
封
象
の
相
互
影
響
の
生
じ

一
四
回

な
い
保
件
主
設
定
し
て
迦
轄
角
度
と
恒
常
度
の
関
係
に
就
て
霊
験

よ
り
多
く
の
力
主
必
要
と
す
る
が
、
廻
持
角
度
が
小
な
る
場
合
に

る
場
合
に
は
標
準
封
象
が
比
較
封
象
。
百
に
碇
泊
す
る
托
め
に
は
を
試
み
究
。
印
ち
刺
戟
封
象
と
し
て
は
延
長
短
縮
の
自
由
な
る

こ
れ
を
被
験
者

は
比
較
的
容
易
に
比
較
封
象
の
面
に
碇
泊
す
る
と
と
が
由
来
る
。

か
く
し
て
標
準
封
象
の
廻
持
角
度
が
小
た
る
ほ
苫
恒
常
皮
は
低
く

な
り
、
市
し
て
そ
れ
は
雨
封
象
聞
の
間
隔
が
小
な
る
ほ
ど
甚
し
い

と
詮
明
し
て
い
る
。
久
保
氏
が
雨
封
象
聞
の
相
互
影
響
の
問
題
に

就
て
賓
験
主
行
っ
た
結
果
に
依
て
も
、
比
較
封
象
が
存
在
し
た
い

場
合
に
は
そ
れ
が
存
在
す
る
時
に
比
し
封
象
の
見
え
の
形
は
賞
際

の
踏
に
近
く
た
る
乙
と
が
分
っ
て
沿
り
、
背
去
の
影
響
の
研
究
た

刊
と
か
ら
も
比
較
、
標
準
同
封
象
が
相
互
に
影
榔
一
目
し
合
う
と
云
？
っ
こ

と
は
一
臨
推
察
さ
れ
る
。
従
っ
て
そ
の
影
響
を
無
嗣
す
る
と
と
は

安
常
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
り
で
あ
る
が
、
併
し
乍
ら
、
そ
の
間

隔
の
如
何
に
エ
っ
て
さ
ほ
ど
ま
で
に
影
響
の
仕
方
が
具
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
観
察
距
離
二
五

O
糎
の
地
軸
に
》
け
る
間
隔
一
。
。

糎
と
五

O
粧
と
の
聞
に
、
そ
れ
ほ
ど
場
の
構
造
上
差
異
が
あ
る
の

謹
二

O
純
白
白
ボ
ー
ル
紙
製
短
形
の
み
を
用
い
、

前
額
千
行
面
よ
り
零
度
、

の
眼
の
高
さ
に
、
且
つ
幸
一
直
軸
及
び
水
平
軸
を
中
心
と
し
て
犬
々

六

O
度
の
位
置
に
口
壬
一
不
ず

一O
度、

る
。
観
察
距
離
は
こ

0
0糎
及
び
四

0
0糎
で
被
験
者
は
椅
子
に

座
し
た
ま
L
顔
面
同
定
器
を
使
用
し
、
観
察
は
開
眼
闘
で
時
常
化
刺

戟
法
に
よ
り
見
え
の
正
方
形
を
求
め
さ
せ
る
。
照
明
は
天
井
の
一

o
o
w電
球
二
佃
で
被
験
者
は
心
理
皐
専
攻
の
撃
生
一
二
名
。
か

L
る
依
件
下
に
た
け
る
L

賃
験
結
果
は
第
四
表
に
一
不
す
通
り
で
あ
り

第四表知
ら
れ
る
o

乙
L
に
沿
い
て
、

就
て
従
来
得
ら
れ
た
二
様
の
相
具
る
結
某
は
、
標
準
、

比
較
同
封

統
計
的
に
有
意
で
あ
る
と
は
言
え
な
い

け
れ
ど
も
先
の
寅
験
結
果
と
ム
口
せ
考
え

る
時
、
廻
特
角
度
の
増
大
に
つ
れ
て
恒

常
度
は
高
く
な
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
が

廻
紳
角
度
と
恒
常
度
と
の
関
係
に

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



象
の
相
互
影
響
の
程
度
並
び
に
影
響
の
仕
方
に
専
ら
依
る
も
の
で

・
な
く
他
に
そ
の
原
因
を
求
め
・
な
け
れ
ば
な
ら
・
な
い
で
あ
る
ろ
。
先

づ
s
考
え
ら
れ
る
と
と
は
封
象
の
不
安
定
性
と
い
ろ
と
と
で
あ
る
。

一
般
に
賞
験
に
際
し
て
は
刺
戟
封
象
と
し
て
固
形
若
く
は
短
形
の

白
色
板
を
用
い
、
か
L
る
具
慢
性
の
少
い
針
象
を
一還
元
保
件
広
近

い
保
一
件
下
に
定
位
せ
し
め
て
観
察
が
行
わ
れ
る
の
で
、
形
の
制
断

も
亦
形
の
制
断
の
基
礎
と
怒
る
定
位
の
判
断
も
極
め
て
不
安
定
で

あ
っ
て
動
揺
し
易
い
。
観
察
者
の
内
省
報
告
に
徴
し
て
も
そ
の
制

断
が
暖
昧
で
自
信
の
た
い
も
の
で
あ
る
と
と
が
知
ら
れ
る
。
従
て

そ
の
判
断
球
観
察
者
。
構
え
、
態
度
に
影
響
さ
れ
る
と
乙
る
が
非

常
広
大
宮
〈
、
個
λ
差
も
大
で
あ
る
。
、従
来
。
諸
研
究
の
賞
験
結

果
も
統
計
的
に
は
賞
は
有
意
で
は
な
い
占
考
乏
ら
れ
る
Q

更
に
ず

i
m
y
ス
ム
ソ
イ
グ
ハ
戸
田

2
2
d
q跨
〉
の
恒
一常
度
算
出
の
公
式
の
性

質
か
色
、

，封
象
の
前
額
平
行
面
か
ら
の
廻
轄
角
度
が
比
較
的
大
な

・

る
時
は
、
知
受
と
制
断
の
差
具
、
測
定
挟
一差
が
恒
常
度
広
及
ぼ
す

影
響
は
さ
L
て
決
で
は
な
い
が
、
廻
縛
角
度
小
・
な
る
時
は
そ
の
・影

’響
は
甚
犬
で
h

あ
ゐ
。
、廻
縛
角
度
・
小
・
な
る
勝
、

h
H
の
恒
常
度
が
見
ら

形
の
恒
常
現
象
K
闘
す
る
研
究

れ
る
の
は
と
の
様
な
公
式
の
絞
陥
に
由
る
も
の
で
あ
る
。
廻
轄
角

度
と
恒
常
度
と
の
間
に
↓
定
の
規
則
的
な
関
係
が
見
ら
れ
・
な
い
原

因
の
一
端
は
か
L
る
不
完
全
な
公
式
の
採
用
に
あ
る
と
謂
ろ
ζ

と

が
出
来
よ
う
。
更
に
叉
、
プ
ル
シ
ス
グ
イ
ク
の
公
式
の
訣
陥
は
空

間
の
異
方
性
（
〉
包
ω♀
円
。
ョ
．
）
の
影
響
と
恒
常
度
と
の
関
係
か
ら

も
知
ら
れ
る
。
邸
ち
皐
一
の
刺
戟
封
象
を
用
い
る
場
合
に
は
、
垂

直
方
向
比
延
長
短
縮
す
る
場
合
と
水
平
方
向
車
延
長
短
縮
す
る
場

ム
ロ
と
で
は
具
方
怯
の
影
響
に
依
り
恒
常
度
は
前
者
は
後
者
よ
り
高

‘〈
た
る
。
’
第
五
表
一は
封
象
の
廻
轄
角
度
と
具
方
性
一と
の
関
係
を
一
帯

表

直

｜
直

L
i
l－－

平

8
n
u
T
 

直

.79 

.70 

:s2 

.68 

表

五

.63 

・」且ーノ、

水

一

第
’一（
向

「

1
1
1
1

．方
＼
一

m

m

れ
離
寸一
肌
伽

＼

距
一

30。

60。

す
表
’で
あ
る
が
、
組
轄
角
度
一が
増
大
す
る
一に
’つ
れ
て

7
A
ア
下
R

＝
四
五
べ



惑
の
恒
常
現
象
に
関
す
る
研
究

ピ
．
r
o影
響
は
小
さ
く
た
っ
て
い
る
。
観
察
距
離
島
費
化
し
免
場

合
に
ほ
か
L
る
現
象
は
見
ら
れ
・
な
い
の
で
あ
っ
て
（
第
式
表
）
、
と

れ
は
廻
鞠
角
度
の
大
な
る
時
は
公
式
の
分
母
の
債
が
大
に
た
る
と

ど
に
依
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
恰
も
廻
縛
角
度
が
ア
ニ
ソ

ト
ー
ピ
ー
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
の
如
き
印
象
を
輿
え
る
0

．か
く
し

て
プ
ル
シ
ス
ず
ィ
グ
の
公
式
か
ら
算
出
さ
れ
た
恒
常
指
数
に
よ
っ

て
形
の
恒
常
性
を
遁
切
に
論
守
る
乙
と
が
出
来
る
か
ど
ろ
か
は
多

分
に
疑
問
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

観
察
距
離
の
費
化
と
恒
常
度

形
の
恒
常
現
象
に
及
ぼ
す
観
察
距
離
の
影
響
に
就
て
は
こ
、

の
研
究
が
あ
る
だ
け
で
、
此
に
就
て
の
詳
細
な
研
究
は
未
だ
な
さ

れ
て
い
な
い
。
ア
イ
ス
ラ
ー
は
観
察
距
離
を
四
五

O
糎
か
ら

五
糎
に
し
た
場
合
に
恒
常
度
が
高
く
な
る
乙
と
を
見
出
し
、

を
封
象
の
細
部
の
見
え
の
良
く
な
る
乙
と
L
、
雨
限
硯
の
効
果
の

増
大
す
る
と
と
に
蹄
し
て
い
る
、
牧
野
氏
は
標
準
、
，
比
較
雨
封
象

乙
れ

三
4

四
六

と
く
配
置
し
て
観
察
せ
い
め
党
結
果
、
観
察
距
離
の
愛
化
に
依
つ

ア
イ
ス
ラ
！
と

て
恒
常
度
は
何
等
獲
化
し
な
い
乙
と
を
見
出
し
、

同
じ
方
法
に
よ
る
遁
試
の
結
果
は
観
察
距
離
が
遠
く
怒
る
に
つ
れ

℃
恒
常
度
は
低
下
す
る
乙
と
を
見
出
し
た
。
ア
イ
ス
ラ
！
の
如
き

寅
験
方
法
に
依
れ
ば
、
観
察
距
離
が
牟
分
に
・
な
れ
ば
蹴
角
は
こ
倍

に
た
る
わ
け
で
あ
り
、
牧
野
氏
の
方
法
に
依
れ
ば
観
察
距
離
の
費

化
に
よ
っ
て
も
硯
角
の
蟹
化
は
起
ら
・
な
い
。
と
の
こ
と
か
ら
氏
は

ア
イ
ス
ラ
！
の
得
、
完
結
果
は
観
察
距
離
の
揖
変
化
の
影
響
に
依
る
も

の
で
は
な
く
、
脱
角
の
費
化
に
伴
ろ
雨
封
象
の
現
象
的
昼
間
間
隔

の
雌
変
化
の
影
響
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
併
し
乍
ら
、
著
者

が
前
記
の
皐
一
の
短
形
封
象
の
み
を
用
い
、
現
象
的
間
隔
が
問
題

に
な
ら
な
い
保
件
下
で
賓
験
を
試
み
た
・
結
果
は
第
七
表
に
一
不
す
如

〈
、
観
察
距
離
が
二

O
O糎
か
ら
四

0
0

表

.75 

.56 

を
認
め
ね
ば
怠
ゐ
怠
hr伊

度常

七
丁
1
1
1
1
11

糎
へ
と
遠
〈
怒
る
に
従
て
恒
常
度
は
明
ら

か
に
低
下

L
売
の
で
あ
っ
て
か
L
る
保
件

第

離

下
に
あ
っ
て
は
観
察
距
離
の
影
響
は
と
れ

200cロ1

400cm 

ruしい
nv叶



四

背
景
の
影
響

コ
プ
カ
は
謝
象
。
近
く
に
他
の
封
象
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、

両
者
が
相
互
に
影
山
措
置
し
合
う
と
い
う
示
唆
を
輿
え
た
が
、
針
象
。

後
方
に
あ
る
別
D
封
象
の
影
響
に
就
て
は
牧
野
氏
む
研
究
が
あ

る
。
標
準
封
象
と
し
て
垂
直
軸
一
一

O
糎、

水
平
軸
一
八
糎
の
楕
困

を
前
額
千
行
商
に
定
位
さ
せ
そ
の
背
後
に
何
立
を
置
く
。
而
し
て

こ
の
簡
立
の
傾
き
を
饗
化
さ
せ
た
時
の
封
象
の
見
え
の
形
を
測
定

し
究
結
呆
、
そ
の
傾
き
が
三

O
度
の
時
見
え
の
形
は
最
も
丸
〈
司
な

っ
た
。
こ
の
場
合
見
え
の
額
き
は
背
景
の
筒
立
の
債
き
が
噌
ず
に

つ
れ
て
棋
準
封
象
の
見
え
の
慣
き
も
増
大
す
る
が
、
背
景
が
あ
ま

り
傾
く
と
標
準
封
象
は
却
っ
て
傾
き
が
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
。

そ
し
て
見
え
の
形
も
見
え
の
傾
き
と
一
千
行
的
た
闘
係
を
示
し
た
。

印
ち
、
封
象
の
客
観
的
な
形
並
び
に
そ
の
網
膜
像
に
は
何
等
の
費

北
を
生
巴
た
く
と
も
背
景
の
傾
き
の
錘
化
に
依
っ
て
標
準
封
象
の

見
え
の
定
位
が
蟹
化
す
れ
ば
そ
の
見
え
の
形
も
饗
化
を
蒙
る
ζ

と

が
こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

五
明
る
さ
の
饗
佑
と
恒
幣
度

形
の
恒
常
現
象
に
関
す
る
研
究

及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
D
で
あ
る
が
、

上
越
の
諸
保
件
の
他
に
明
る
さ
の
饗
佑
が
見
え
の
郡
般
に
影
響
を

こ
れ
に
就
て
は
ア
イ
ス
ラ

は

(1) 

散
光
を
使
用
す
る

置
き
旦
寄
り
板
の
上
に
封
象
を
見
る
よ
う
に
す
る

と
一
式
ろ
傑
件
で

(2) 

観
察
者
の
前
に
骨
局
員
機
を

例
光
線
を
十

分
岐
牧
ず
る
着
色
ガ
ラ
ス
を
遇
し
て
親
祭
す
る

表

むで！固形l矩形1

E常僚件 65.4 I 81.9 

量士 光 64.1 

活色ガラス 17.8 30.6 

！忍良機 7.0 18.6 

』
質
験
を
行
つ
も
κ。
第
八
表
に
一
不
さ
れ
る
如
く
、
散
光
保
件
に
た
明

]¥ 第

て
は
極
く
僅
か
の
恒
常
度
の

低
下
部
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な

い
口
こ
の
こ
と
か
ら
∞
色
。
信
』

。
伊
丹
ロ
ロ
阿
国

Umw『
回

U
O
E守
や
影

な
ど
の
奥
行
判
断
基
準
は
他

の
制
断
基
準
が
豊
宮
で
あ
る

有
せ
や
、
他
の
判
断
基
準
が
乏
し
い
場
合
に
初
め
て
そ
の
意
義
を

時
は
さ
し
て
重
要
た
意
義
を

有
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
或
は
散
光
照
明
に
よ
る
明
る
さ
の
向

日
】
⑦
『
回
目

uo－
注
目
J

『

上
、
従
っ
て
見
え
の
吠
態
の
良
好
た
る
こ
と
が
切

O
H
2
5
E
D岡田
‘

や
影
－
な
刊
と
の
経
験
的
奥
行
判
断
基
準
の
股
落
を
補

一
四
七
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彩
。
恒
常
現
象
に
関
す
る
研
究

償
す
る
と
も
言
え
る
。
着
色
ガ
ラ
ス
を
題
し
て
観
察
す
る
時
は
網

膜
像
の
不
鮮
明
と
明
る
さ
の
著
し
い
誠
少
及
び
濃
い
着
色
に
依
つ

て
昼
間
は
分
節
が
少
く
た
り
、
ー
表
面
色
は
容
易
に
面
色
に
蝿
躍
り
、

封
象
は
事
物
性
を
喪
失
し
て
投
影
硯
へ
と
移
行
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
着
色
ガ
ラ
ス
僚
件
の
場
合
に
は
そ
と
に
ま
だ
開
眼
硯
差
が
作

用
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
寝
民
機
像
件
に
一
沿
い
て
は
明
る
さ
、
鮮

明
さ
の
多
大
の
侵
害
の
他
に
雨
眼
視
差
も
訣
除
し
艶
象
の
儒
遣
さ

へ
惹
起
さ
れ
る
。
と

0
・
究
め
に
恒
常
度
は
全
く
低
下
す
る
。

個
瞳
的
健
件
の
麓
化
と
恒
常
度

身
盤
的
保
件
の
饗
化

(2) 
’ア
イ

ス
フ

は
身
盤
的
保
件
の
襲
イじ
と
し
て

(1) 

表

首、 Eissler 

~竺J 多彩｜固形
正常保件 81.9 65.4 

頭胴運動 71.1 67.8 

爾目艮凝瓶 64.1 35.5 

草限正常漉 48.1 46.5 

学開眼視 43.9 34.4 

阜限凝視 41.8 35.6 

一四八

Thouless 

話ぞl44。30’ 30。 17。301
爾限漉l375土 027.26土 04 1山 2
皐眼視｜ 伽 .04∞士.02-03土問

器漉線に設する角度

九第ま
た
雨
眼
擬
観
保
件
に
hu
け
る
恒
常
度
。
低
下
か
ら
、
特
に
固
形

の
場
合
の
低
下
か
ら
、
矩
形
の
場
合
に
は
周
漫
蹴
に
依
る
観
察
の

議
蹴

単
眼
嗣
酬
を
、
ザ
ウ
レ
ス
は
開
眼

頭

胴

蓮

動

場

合

に

も
H
V
O

『
由
一
吉
田
内
件
目
喝
の
効
果
は
品
問
強
く
持
績
し
て
い
る
と
推

(3) 

(4) 

A
T
開
眼

観
と
皐
眼
楓
の
僚
件
を
採
り
上
げ
て
い
る
。
頭
胴
運
動
保
件
に
治

測
す
る
と
と
が
で
き
る
。
更
に
単
眼
五
常
硯
に
沿
い
て
は
雨
限
E

常
硯
に
比
し
著
し
い
恒
常
度
の
低
下
を
来
す
と
と
か
ら
、
雨
眼
視

党
（
四
四
・
二

l
四
七
・
六
%
か
L
る
事
賞
か
ら
運
動
観
差
が
雨

い
て
、
特
に
隻
眼
者
で
は
恒
常
皮
は
僅
か
・
な
が
ら
上
昇
が
見
ら
れ
差
、
開
眼
轄
鞍
の
機
能
む
重
要
性
を
知
る
と
と
が
出
来
る
。

b
T
開

眼
硯
差
む
代
理
的
役
割
左
果
す
と
見
倣
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

眼
観
保
件
に
沿
い
て
は
見
え
の
献
態
は
損
わ
れ
、
明
る
さ
は
減
少

し
劃
象
の
輪
廓
は
消
失
す
る
。
而
し
て
事
物
の
大
き
さ
は
縮
少
さ

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



れ
距
離
は
不
確
定
に
た
り
、
そ
の
他
周
謹
の
刺
戟
の
一
部
が
股
蒋

し
て
組
野
は
狭
く
た
り
、
且
つ
色
彩
経
験
が
控
化
を
蒙
り
還
元
保

件
に
近
く
な
る
た
め
恒
常
度
は
低
下
す
る
が
、

そ
の
恒
常
度
は
阜

限
正
常
闘
に
比
し
あ
ま
り
差
異
が
な
い
所
か
ら
吾
々
は
開
眼
組
の

効
果
を
認
め
る
と
と
が
出
来
る
。
車
限
凝
組
の
際
に
は
知
覚
傑
件

は
著
し
く
損
わ
れ
、
更
に
と
の
場
合
は
開
眼
の
機
能
が
排
除
さ
れ

て
い
る
o
従
っ
て
奥
行
分
節
に
闘
す
る
知
覚
器
官
。
手
掛
り
は
可

成
り
の
桂
度
減
少
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
や
恒
常
度
は
比

較
的
高
い
。
此
に
就
て
ア
イ
ス
ラ
ー
は
「
吾
k

の
知
畳
は
奥
行
延

長
、
昼
間
に
沿
け
る
廻
韓
、
客
観
的
な
大
さ
さ
や
形
な
ど
の
現
質

的
た
要
素
を
理
観
す
る
乙
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、
最
少
一
限

の
判
断
基
準
し
か
効
呆
を
有
し
・
な
い
場
合
で
も
、
ど
ろ
に
か
こ
う

に
か
正
し
い
知
畳
が
成
就
す
る
の
で
あ
る
」
と
し
、
佃
慣
の
護
謹

の
温
桂
中
に
な
い
で
、
会
経
験
の
説
結
と
し
て
す
べ
て
の
知
畳
保

件
の
中
に
一
一
一
辺
入
り
込
ん
で
い
る
或
る
詐
一
間
同
式
（
見
出
Z
E
R
F
0
4

目
白
）
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
い
う
傾
設
を
支
持
し
て
い
る
口

構
え
の
影
響

形
の
恒
常
現
象
に
闘
す
る
研
究

知
畳
作
用
に
及
ぼ
す
構
え
の
影
響
に
就
て
は
ク
リ
ン
ピ
ン
ガ
l

（

ω・
閉
口
百
五
日
ロ
哲
『
）

は
観
察
者
に
綜
合
的
構
え
、
分
析
的
構
え

を
採
ら
し
め
る
と
云
う
方
法
に
よ
っ
て
研
究
し
、
ま
党
ム

1
ア
は

主
観
的
比
較
方
法
の
影
響
に
就
て
論
じ
て
い
る
。
グ
η
ソ
ン
ピ
ン
ガ

ー
は
観
察
者
が
綜
合
的
事
物
閥
的
構
え
を
採
っ
た
場
合
は
恒
常
度

は
高
く
な
り
、
分
析
的
投
影
組
的
構
え
を
採
っ
た
場
合
は
恒
常
度

は
低
く
な
り
そ
の
聞
に
顕
著
な
差
異
が
あ
る
と
と
を
見
出
し
売
。

彼
は
こ
の
現
象
を
制
服
胞
が
意
国
的
に
他
の
構
え
に
饗
更
す
る
能
力

（

C
B四
件
。
ロ
ロ
ロ
ぬ
印
宮
町
山
ぬ

wmwH3比
較
南
封
象
を
分
離
的
に
見
る
態
度

を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
説
明
し

て
い
る
。

ム
ー
ア
は
標
準
、

を
採
ら
ぜ
る
よ
う
た
航
況
に
な
い
て
は
、
開
封
象
を
同
時
的
に
見

る
態
度
を
採
ら
せ
る
よ
う
な
駅
況
に
た
け
る
よ
り
恒
常
度
は
高
〈

な
る
と
と
を
見
出
し
、
更
に
ま
た
、
間
早
な
る
練
習
に
依
つ
て
は
恒

常
度
の
務
化
は
見
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
観
察
者
が
特
別
な
比
較
方

法
を
採
る
よ
ろ
に
訓
練
せ
ら
れ
る
時
に
は
明
白
註
影
響
を
受
け
、

訓
練
ぜ
ら
れ
る
前
に
比
し
恒
常
度
は
高
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
し
て
線
軒
象
と
園
料
到
象
と
の
如
く
具
っ
た
性
質
の
軒
象
に

一
四
九
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形
の
恒
常
現
象
に
関
す
る
碗
究

一五

O

沿
い
て
恒
常
性
に
差
異
が
あ
る
の
は
此
等
の
封
象
に
封
し
て
観
察
れ
る
か
。
封
象
の
側
白
保
件
は
共
に
全
く
同
一
で
あ
る
故
に
、
見

え
の
相
速
は
個
櫨
の
側
に
求
あ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
友
い
。
ク

F

若
の
主
観
的
比
較
方
法
が
夫
E

異
っ
た
影
響
を
輿
え
る
究
め
で
あ

っ
て
、

コ
フ
カ
の
一
一
日
う
が
如
き
内
部
睡
眠
制
カ
D
影
響
に
よ
る
の
で

は
た
い
と
反
論
し
て
い
る
。
ザ
ウ
V

ス
．
は
針
象
の
形
に
就
て
観
察

者
が
知
識
を
有
す
る
か
杏
か
は
形
の
恒
常
性
に
何
等
の
効
果
を
も

有
し
た
い
と
い
ろ
結
果
左
示
し
て
い
る
が
、

ス
グ
グ
リ
ア
l
ノ

（∞・閃・

ω
S
4円
四
回
ロ
。
曲
）

は
封
象
。
形
D
知
識
は
恒
常
性
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
を
暗
示
し
、

シ
l
ハ
ン
は
形
を
観
察
す
る
場
合
に

は
そ
の
柑
に
観
察
し
党
時
に
採
っ
党
態
度
が
後
の
形
の
見
え
に
影

響
を
及
ぼ
す
と
と
を
一
つ
の
因
子
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
更
に
ク

リ
ン
ピ
ン
ガ
ー
に
依
れ
ば
、
童
家
、
製
闘
家
な
ど
は
綜
ム
口
、
分
析

雨
構
え
に
依
る
影
響
は
特
に
大
で
、
綜
合
的
構
え
を
採
っ
究
場
合

は
普
通
の
人
の
場
合
よ
り
も
恒
常
度
は
高
〈
怒
り
、
見
え
の
形
は

針
象
の
農
の
形
に
や
っ
と
近
づ
き
、
分
析
的
構
え
を
採
っ
た
場
合

に
は
普
通
の
人
の
場
合
よ
り
恒
常
度
は
低
く
、
見
え
D
形
は
封
象

の
網
膜
型
に
や
っ
ξ
近
く
た
る
。
か
く
の
如
〈
書
家
、
製
圃
家
と

普
通
D
人
と
の
聞
に
差
異
の
存
在
す
る
と
と
は
如
何
様
に
詮
明
さ

ン
ピ
シ
ガ
ー
は
童
家
、
製
国
家
は
そ
り
職
業
の
特
性
上
、
態
度
麓

更
能
力
が
一
般
の
人
よ
り
秀
れ
て
い
る
と
と
か
ら
乙
れ
を
説
明
し

て
い
る
。

練
脅
効
呆

ク
リ
ン
ピ
シ
ガ
ー
は
綜
合
的
構
え
、
分
析
的
構
え
に
依
る
観
察
の

際
の
諌
習
効
果
に
就
て
、
綜
合
的
事
物
観
的
構
え
を
採
る
場
合
と

分
析
的
投
影
閥
的
構
え
を
採
る
場
合
と
で
は
恒
常
度
は
最
初
か
ら

顕
著
な
差
異
が
見
ら
れ
る
が
、
時
間
D
経
過
に
つ
れ
て
そ
れ
が
賞

験
日
聞
に
沿
い
て
も
ま
た
同
一
賞
験
日
内
に
な
い
て
も
綜
合
的
構

え
D
恒
常
度
曲
線
は
共
第
に
上
昇
し
、
（
分
析
的
構
え
の
恒
常
度
曲

線
は
共
第
に
上
昇
し
、
）
分
析
的
構
え
の
恒
常
度
曲
線
は
吹
第
に
低

下
す
る
と
と
を
見
出
し
前
の
試
行
が
後
の
試
行
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
邸
ち
綜
合
、
分
析
夫
々
の
構
え
は
練
習
に

依
nJ
て
接
ミ
合
敬
一
示
的
V

件
費
濯
し
て
行
く
と
考
え
ら
れ
、
練
習
の

過
程
に
常
に
構
え
の
襲
更
能
力
が
作
用
し
て
い
る
と
と
を
意
味
す
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る
。
初
頭
作
業
の
少
い
観
察
者
は
初
頭
作
業
の
比
較
的
高
い
観
察
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
或
主
観
的
比
較
方
法
に
訓
練
づ
け
を
さ
れ

者
よ
り
高
い
練
習
曲
線
を
示
し
、
少
い
一
初
頭
作
業
と
大
な
る
練
習

効
果
、

及
び
大
た
る
初
頭
作
業
と
少
い
練
習
効
呆
の
関
係
は
一
つ

の
規
則
性
を
有
し
て
い
る
。

ケ
ル
ン
（
問
。
『
ロ
）
は
此
を
門
出
向

3
・

g神戸巳－
o
d
Eロ
ぬ
田
宮
田
市
首
と
呼
ん
だ
。
若
し
良
き
初
頭
作
業
が

少
い
練
習
上
謹
と
結
び
つ
き
、
低
い
初
頭
作
業
が
大
・
な
る
練
捌
口
上

謹
と
結
び
つ
い
て
い
る
な
ら
ぽ
各
相
人
に
依
っ
て
具
る
所
。
最
初

の
大
な
る
作
業
値
の
偏
侍
は
練
習
過
程
に
た
い
て
補
償
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
o

ケ
ル
ン
は
こ
れ
を
練
習
の
水
準
化
作
用
、
若
〈
は
均

一
化
作
用
（
呂

S
E
o
gロ
官
。
宏
司
口
口
問
問
。
吋
自
由
0
2
3宮
司
山
岳
ー

ロ
ロ
ぬ
由
仏
号
制
σロ
ロ
ぬ
〉
と
名
付
け
た
。

り
ヒ
テ
は
練
習
に
依
っ
て

恒
常
度
は
極
く
僅
か
低
下
し
個
人
の
襲
化
性
も
練
習
に
依
っ
て
減

少
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
コ
そ
し
て
練
習
は
操
作
課
題
、
知
畏
課

題
と
の
親
和
、
そ
し
て
多
分
主
観
的
な
準
嬢
基
準
（

ωロ
£
o
o
s
s

ω
Sロ仏
m
a
o同
町
民

O
B
D
n
o
）
の
増
大
に
依
り
個
人
鑓
化
性
を
減
少

さ
せ
る
効
果
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
解
粧
し
て
い
る
。
ム

ー
ア
は
皐
た
る
試
行
の
繰
返
し
と
一
宮
う
意
味
に
な
げ
る
親
密
効
呆

形
の
恒
常
現
象
に
閲
す
る
研
究

た
場
合
の
影
響
は
と
れ
を
認
め
、
訓
練
づ
け
に
よ
っ
て
憧
常
性

ο

増
大
す
る
こ
と
を
示
し
て
加
る
。
ム
ー
ア
、
リ
ヒ
テ
に
依
れ
ぽ
所

謂
練
習
に
依
っ
て
見
え
の
形
に
は
殆

E
費
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
が
、
形
の
知
覚
は
種
k

－
な
る
奥
行
判
断
基
準
左
手
掛

り
と
す
る
定
位
の
知
男
に
そ
の
基
礎
左
置
く
み
）
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
定
位
は
不
安
定
友
る
俊
件
下
に
お
い
て
は
極
め
て
捷
一
化

し
易
く
時
聞
の
経
過
と
共
に
自
己
中
心
的
危
定
位
を
と
る
こ
と
は

既
知
の
事
費
で
あ
る
o

然
ら
ぽ
時
間
経
過
に
よ
っ
て
見
え
の
形
も

営
然
鑓
化
を
蒙
る
の
ぜ
は
た
か
ら
う
か
、

こ
L
に
定
位
の
問
題
が

重
要
注
意
義
を
有
し
て
来
る
。

定
位
と
形
の
恒
常

色
彩
恒
常
が
照
明
の
知
畳
と
、
そ
し
て
大
き
さ
り
恒
常
が
距
離

の
知
畳
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
と
同
様
に
定
位
の
知
受
と

形
の
恒
常
と
の
聞
に
は
密
接
友
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
o
見

え
の
形
と
明
確
に
判
断
さ
れ
た
・
定
位
と
の
聞
に
は
イ
ン
ヴ
ア
リ
ア

五
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形
白
恒
常
現
象
に
認
す
る
研
究

ン
ト
（

S4m凶
門
戸
尚
昆
）
の
関
係
が
あ
一
る
と
云
う
仮
設
は
コ
フ
カ
に

依
っ
て
最
も
担
〈
主
張
さ
れ
て
探
究
。
イ
ン
ヴ
ア
リ
ア
ン
ト
と
は

知
畳
の
二
つ
の
面
、
部
ち
形
と
定
位
と
は
互
に
針
を
司
な
し
て
い

て
、
も
し
一
方
が
挺
化
す
れ
ば
他
方
も
亦
務
化
し
喝
な
け
れ
ば
な
ら

た
い
と
一
買
う
と
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
と
と
を
形
の
場
合
に

蛍
て
は
め
て
み
る
と
、
十
一
唱
し
二
つ
の
等
し
い
網
膜
上
の
形
が
ご
っ

の
呉
っ
た
知
覚
形
を
惹
起
す
る
怒
ら
ぽ
此
等
の
二
つ

D
形
は
具
つ

党
定
位
を
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
同
時
に
輿
え
る
で
あ
ろ
ろ
と

云
う
と
と
で
あ
る
。

コ
フ
カ
は
絞
り
何
常
性
哩
論
か
ら
、
聞
躍
が

E
常
定
位
か
ら
傾
い
て
見
え
る
宝
は
形
の
恒
常
性
が
減
や
る
に
つ

れ
て
減
や
る
と
演
轄
し
て
い
る
。

と
の
と
と
は
簡
単
に
言
え
ば
封

象
の
傾
き
が
正
し
く
知
覚
さ
れ
る
時
に
は
封
象
の
見
え
の
一
形
は
真

の
形
に
最
も
近
〈
友
る
と
い
う
ζ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て

定
位
の
知
畳
の
誤
り
は
形
。
知
受
の
誤
り
を
伴
う
と
も
言
え
る
。

定
位
の
知
畳
の
誤
り
が
最
も
極
端
た
の
は
傾
い
究
針
象
が
前
額
千

． 
行
面
に
見
え
る
場
合
で
あ
る
。
コ
フ
カ
の
仮
設
に
従
え
ば
、
そ
の

誤
り
は
見
え
の
形
と
民
の
形
と
の
聞
に
最
も
極
端
た
喰
泣
い
を
仲

一一一九二

ろ
。
邸
ち
見
え
の
形
は
封
象
の
網
膜
投
影
像
に
極
め
て
近
〈
た

る
o

ア
イ
ス
ラ
ー
も
亦
同
様
に
定
位
の
知
畳
と
形
の
知
覚
の
聞
の

関
係
を
慣
定
し
て
い
る
が
、
併
し
乍
ら
較
は
観
察
者
の
意
識
的
た

明
確
な
定
位
の
知
畳
は
形
の
知
覚
に
は
さ
ほ
ど
重
要
た
役
割
主
演

や
る
も
の
と
は
考
え
て
い
友
い
。
事
賓
彼
む
賓
験
に
拾
い
て
、
傾

き
が
全
く
知
畳
さ
れ
た
か
っ
た
場
合
も
恒
常
度
は
や
は
り
か
友
り

高
い
場
合
が
得
ら
れ
た
し
、
ま
た
傾
き
は
明
確
に
知
且
宣
さ
れ
て
た

り
な
が
ら
も
恒
常
性
の
見
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
っ
売
。
と
れ
ら
の

事
賞
か
ら
結
論
さ
れ
る
こ
と
は
、
定
位
の
手
掛
り
、
距
離
の
手
掛

り
は
形
の
知
覚
を
決
定
す
る
の
に
重
要
左
投
割
を
果
し
て
い
る

が
、
併
し
乍
ら
観
察
者
が
明
瞭
に
意
識
的
に
判
断
し
党
党
位
と
見

え
の
形
と
の
聞
に
は
一
定
の
闘
係
が
た
い
と
い
ろ
と
と
で
あ
一
る
。

久
保
氏
が
と
の
闘
係
を
融
か
め
ん
と
し
て
ボ
ー
ル
紙
製
図
板
、
厚

国
板
、
及
び
も
っ
と
具
憧
的
た
性
質
を
有
ず
る
盆
吠
軒
象
を
用
い

て
観
察
し
た
結
呆
は
、
見
え
D
傾
き
は
ボ
ー
ル
紙
製
国
板
、
厚
園

析
、
盆
欣
針
象
の
順
に
良
好
と
た
り
、
見
え
の
形
も
異
の
形
に
近

く
な
る
乙
と
を
後
見
し
た
・
。
併
し
乍
ら
、
見
え
の
定
位
と
見
え
の
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形
と
の
閣
の
関
係
の
イ
Y
ヴ
ア
リ
ア
シ
ス
（

E
4
2
S言
。
）
の
保

設
に
就
い
て
最
も
組
織
的
な
賓
験
を
試
み
究
ス
夕
、
ヴ
リ
ア
1
ノ
の

研
究
結
果
は
必
守
し
も
乙
れ
と
一
致
し
な
い
。
氏
は
刺
戟
封
象
と

し
て
短
形
及
び
楕
園
形
を
用
い
調
整
法
に
よ
り
先
づ
傾
き
の
判
断

を
な
さ
し
め
、
夫
い
で
形
の
判
断
を
危
さ
し
め
、
同
者
の
聞
の
闘

係
を
種
t

な
る
角
度
か
ら
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
緒
果
は

車
眼
硯
保
件
に
沿
い
て
は
幾
人
か
の
観
察
者
に
と
っ
て
は
定
位
と

形
。
判
断
と
の
聞
に
近
似
的
友
関
係
が
認
め
ら
れ
究
の
で
あ
る

カヨ、

一
般
的
に
は
か
L
る
関
係
は
認
め
ら
れ
や
、
従
っ
て
雨
煮
の

聞
に
コ
フ
カ
の
言
ろ
が
如
き
一
定
の
開
係
が
あ
る
か
否
か
を
断
定

出
来
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
究
。
氏
は
こ
れ
ら
の
不
規
則
性
が

部
は
観
察
者
が
調
整
し
た
傾
き
（
若
く
は
形
）
と
、
形
（
若
く
は

傾
き
）
を
調
整
す
る
時
に
観
察
者
が
考
慮
し
免
債
き
（
形
）
と
の

聞
の
喰
遠
い
乃
至
は
開
判
断
に
封
す
る
観
察
煮
の
態
度
の
不
均
一

性
に
依
る
も
の
と
考
え
た
。
卸
ち
ス
タ
ヴ
リ
ア
1
ノ
は
必
や
し
も

コ
フ
カ
の
仮
設
を
全
的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
た
〈
、

ζ

の
問
題

に
闘
し
て
は
更
に
よ
り
完
杢
危
研
究
の
出
現
を
期
待
し
て
い
る
。

彫
の
恒
常
現
象
に
関
す
る
肝
究

四

形

の

恒

常

現

象

に

闘

す

る

今
後
の
課
題

協
の
恒
常
現
象
に
闘
し
て
は
今
日
ま
で
多
く
の
研
究
者
に
依
つ

て
数
多
く
の
研
究
が
た
さ
れ
て
来
た
が
、
そ
の
賓
験
方
法
は
匡
え

で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
統
一
的
た
共
通
の
関
係
左
見
出
す
と
と
が
出

来
な
い
。
従
っ
て
そ
ζ

に
得
ら
れ
た
結
果
。
差
異
も
翠
に
資
殿
方

法
の
差
異
に
依
る
も
の
と
し
て
片
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

共
通
し
た
・
特
徴
と
し
て
翠
げ
得
る
こ
と
は
、
従
来
の
責
験
方
法
は

日
常
経
験
。
場
よ
り
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
た
依
件
下
で
賓
験
が

行
わ
れ
売
と
い
う
こ
と
で
あ
一
る
。
即
ち
、
向
刺
戟
封
象
と
し
て

用
い
ら
れ
究
も
の
は
通
常
園
形
若
く
は
短
形
の
白
色
探
で
そ
れ
が

等
質
的
昼
間
保
件
に
泣
い
帳
件
下
に
呈
示
さ
れ
た
。
向
比
較
封

象
主
別
に
ロ
主
一
不
し
、
間
接
的
た
比
較
作
用
に
依
ク
て
判
断
が
な
さ

れ
究
。
何

上
記
の
方
法
を
と
る
究
め
必
然
的
に
形
を
「
作
り
よ

げ
る
」
操
作
が
加
え
ら
れ
る
。
間

の
保
件
に
関
し
て
は
弐
の
事

が
考
え
ら
れ
る
。
邸
ち
具
慢
性
の
少
い
封
象
が
不
安
定
友
昼
間
に

五
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形
の
恒
常
現
象
に
関
す
る
研
究

置
か
れ
る
た
め
、
判
断
の
基
準
と
た
る
準
操
枠
が
失
わ
れ
、
そ
の
見

え
は
極
め
て
不
安
定
た
動
揺
し
易
い
も
の
と
友
り
、
他
の
因
子
の

影
響
を
受
け
易
〈
観
察
者
む
構
え
、
態
度
、
疲
勢
等
に
依
っ
て
容

易
に
費
化
ず
る
。
向

の
依
件
に
関
し
て
は
試
の
事
が
言
え
る
。

日
常
生
活
昼
間
に
は
無
数
の
相
具
る
形
左
も
っ
た
艶
象
が
種
E

の

一
一
主
同

る。
従
来
の
費
験
結
国
討
に
伺
等
一
定
し
た
法
則
閥
係
が
見
ら
れ
な
い

の
は
上
記
D
様
な
堅
固
た
朝
断
の
準
按
枠
〈
玲

m
B
o
a
Bな『
E

8
8〉
が
存
在
し
な
い
不
安
定
た
俊
件
下
で
観
察
が
符
ま
れ
党
結

果
に
外
な
ら
ぬ
と
推
察
さ
れ
る
。
か
L
る
費
験
方
法
に
依
っ
て
研

定
位
戒
態
に
沿
い
て
存
在
し
て
い
る
。
か
L
る
保
件
下
に
形
を
知
究
が
な
さ
れ
る
限
り
は
そ
こ
か
ら
統
一
的
た
結
論
に
割
譲
す
る
と

と
は
殆
ど
不
可
能
の
と
と
L
謂
わ
ね
ば
な
ら
ね
。
更
に
今
一
つ
従

覚
ず
る
場
合
は
通
常
他
の
封
象
と
の
比
較
を
行
ろ
こ
と
危
f
k
五口々

は
直
接
的
に
物
の
形
を
認
知
す
る
。
間

の
僚
件
に
闘
し
て
は
吹

の
事
が
考
え
ら
れ
る
。
前
額
非
一
千
行
面
定
位
の
標
準
封
象
と
前
額

卒
行
面
定
位
の
比
較
針
象
と
を
比
較
す
る
と
い
ろ
と
と
は
、
債
い

た
封
象
の
見
え
の
形
と
同
じ
形
を
前
額
千
行
面
の
上
に
作
り
上
げ

る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
と

L
に
M
M

角
田
匂
印
富
山
ぐ
た
歪
み
を
有
す

る
棋
盤
・
・
封
象
を
玉
常
た
劃
象
む
中
に
求
め
ね
ば
な
ら
砲
と
い
ろ
困

難
を
生
や
る
。
そ
む
た
め
観
察
者
は
判
断
に
自
信
主
持
た
’
A
Y
且
つ

単
な
る
部
分
。
長
さ
の
比
較
に
よ
っ
て
判
断
が
管
ま
れ
る
危
険
が

あ
る
。

と
の
よ
う
に
し
て
「
作
り
上
げ
る
」
操
作
の
中
に
は
種
々

む
複
雑
た
剰
断
の
影
響
が
あ
る
と
い
ち
と
と
が
十
分
考
え
ら
れ

来
む
研
究
の
特
徴
と
し
て
拳
げ
得
る
と
と
は
、
殆
ど
す
べ
て
の
研

究
が
形
の
問
題
だ
け
を
採
り
あ
げ
、
形
の
知
畳
と
密
接
不
可
分
の

関
係
に
あ
る
定
位
の
問
題
に
就
て
閥
輿
ず
る
所
が
か
J

い
と
言
う
事

資
で
あ
る
。
色
彩
恒
常
に
治
け
る
照
明
の
意
義
、
大
き
さ
の
恒
常

に
K
M

け
る
距
離
の
意
義
と
同
様
、
形
の
恒
常
に
た
け
る
定
位
の
意

義
は
今
後
の
研
究
に
沿
い
て
も
っ
と
高
く
評
債
さ
れ
て
然
る
べ
き

で
あ
る
ろ
。

五

要

約

野
の
知
畳
は
封
象
及
び
周
囲
の
場
の
分
節
性
に
依
ヲ
て
規
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